
授業改善研修会
特別活動（学級活動）

群馬県教育委員会事務局

各教科等授業改善プロジェクト

教師が「～させる」授業から、児童生徒が「～する」授業へ



～本日の内容～

１ 群馬県教育ビジョンと令和６年度学校教育の指針
～特別活動（学級活動）の「特に現れてほしい子供の姿と重点」～

２ 「特に現れてほしい子供の姿と重点」設定の背景

３ 「特に現れてほしい子供の姿と重点」を具現化するために
～今年度の実践を基に～

本日のまとめ
○計画委員と共に見通しを持って学級活動を計画・運用する
○意見の違いと話合いの視点への気付きを促す支援を行う



１ 群馬県教育ビジョンと令和６年度学校教育の指針



１ 群馬県教育ビジョンと令和６年度学校教育の指針



• 意見の違いや多様性を認め合い、折り合
いを付けて「合意形成」を図る活動を設
定する。

• 解決方法を自分に適しているかを客観的
に見つめ直し、一人一人が「意思決定」
する活動を設定する。

○問題や課題を自分事として捉え、
集団や自己をよりよくするための
解決方法を考え、実践している。

特別活動（学級活動）

～確かな学力の育成～

各教科等で特に現れてほしい子供の姿 各教科等の指導の重点

授業参観の視点
〇生徒が議題を自分事として捉えている姿
〇折り合いを付けて合意形成を図っている姿

教師が「～させる」授業から、児童生徒が「～する」授業へ

１ 群馬県教育ビジョンと令和６年度学校教育の指針



学級活動の特質

学級・学校生活をよくするための課題を見いだし、解決するために
話合い、合意形成し、協力して実践する（自治的能力を育む）

（１）

（３）

（２）

学級での話合いを生かして、将来の生き方を描くために意思決定
して実践する（自己実現につながる力を育む）

学級での話合いを生かして、自己の課題の解決のために意思決定
して実践する（自己指導能力を育む）

２ 「特に現れてほしい子供の姿と重点」設定の背景



議題：児童生徒が問題を発見し、「クラスで解決すべき問題」として選定する。
（１）

（２）（３）

課題：教師が「共通の問題」として設定する。

計画委員等と教師が一緒に議題を選定し、クラス全体で決定する。

個人では解決が難しい問題

年間指導計画に位置付ける。

『みんなもよく、自分もよい』ことを決める。

２ 「特に現れてほしい子供の姿と重点」設定の背景

学級活動の特質を踏まえた指導の充実



・意見の違いや多様性を認め合い、折り合
いを付けて「合意形成」を図る活動を設
定する。
・解決方法が自分に適しているかを客観的
に見つめ直し、一人一人が「意思決定」
する活動を設定する。

〇問題や課題を自分事として捉え、
集団や自己をよりよくするための
解決方法を考え、実践している

特別活動（学級活動）

～特に現れてほしい子供の姿と重点～

各教科等で特に現れてほしい子供の姿 各教科等の指導の重点

２ 「特に現れてほしい子供の姿と重点」設定の背景



昨年度の取組

昨年度のまとめ
〇合意形成までのプロセスを子どもが身に付ける
〇教師の支援を事前に行い、計画委員が主体的に話し合いを進める

３ 「特に現れてほしい姿と重点」を具現化するために

（１）学級や学校における生活づくりへの参画

昨年度の
資料はこ
ちらから



３ 「特に現れてほしい姿と重点」を具現化するために
昨年度の取組 「事前活動」の充実



３ 「特に現れてほしい姿と重点」を具現化するために

出典：令和5年度邑楽町教育研究所特別活動推進研究班 研究構想図より抜粋

邑楽町の取組



３ 「特に現れてほしい姿と重点」を具現化するために
【今年度の取組の方向性に向けて】

授業者本県
〇事前の活動において、学級会を充実さ
せようとするほど計画委員が休み時間
等を準備に費やすことになってしまっ
たので、時間の確保の仕方を工夫する
必要がある。

◇「比べ合う」から「まとめる」の場面
において、班ごとの意見交流の段階で、
すでに意見が固定されてしまうことが
あったので、多様な考えを大切にする
ための折り合いの付け方のさらなる工
夫が必要である。

〇昨年の情報交換会で参観者から
「中学校では、いつ、どのよう
に計画委員の支援を行えばいい
のか分からない」という意見が
多く聞かれた。

◇昨年の実践で合意形成へのプロ
セスについて研究し、例示する
ことができたが、授業における
より具体的な支援について提案
していきたい。



３ 「特に現れてほしい姿と重点」を具現化するために
【今年度の取組の方向性に向けて】

授業者本県
〇事前の活動において、学級会を充実さ
せようとするほど計画委員が休み時間
等を準備に費やすことになってしまっ
たので、時間の確保の仕方を工夫する
必要がある。

◇「比べ合う」から「まとめる」の場面
において、班ごとの意見交流の段階で、
すでに意見が固定されてしまうことが
あったので、多様な考えを大切にする
ための折り合いの付け方のさらなる工
夫が必要である。

〇昨年の情報交換会で参観者から
「中学校では、いつ、どのよう
に計画委員を動かせばいいのか
分からない」という意見が多く
聞かれた。

◇昨年の実践で合意形成へのプロ
セスについて研究し、例示する
ことができたが、授業における
より具体的な支援について提案
していきたい。

計画委員の自治的活動

合意形成を図る活動の充実



計画委員の自治的活動

合意形成を図る活動の充実
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○計画委員と共に見通しを持って学級活動を計画・運用する
○意見の違いと話合いの視点への気付きを促す支援を行う
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３ 「特に現れてほしい姿と重点」を具現化するために

出典：小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 特別活動編
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・
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３ 「特に現れてほしい姿と重点」を具現化するために
邑楽中学校では



３ 「特に現れてほしい姿と重点」を具現化するために
邑楽中学校では

学活準備委員
・フローチャートに沿って、学級活動を自治的に
計画・運用する

・５、６人の班でローテーションする
・役職の希望をとり、それを基に班を編制する
議長１、副議長２、書記２、PC書記１

・班での話合い時は、サポートに回ったり、実態
把握に努めてその後の全体討論の発問を考えた
りする



３ 「特に現れてほしい姿と重点」を具現化するために

担当のGJ委員

朝･･･朝学活
昼･･･昼休み
放･･･放課後

邑楽中学校では



３ 「特に現れてほしい姿と重点」を具現化するために

学級の実態に応じて、学級で解決すべ
き議題を計画委員と協力して選定しま
しょう。



３ 「特に現れてほしい姿と重点」を具現化するために
＜提案理由のフォーマット＞
①クラスには□□という現状があり、
②〇〇することで、
（今回のゴール）
③△△になりたい。

＜提案理由例＞ ６月７日の学活より
①クラスには一人一人の居場所はあるが、まだクラス
全員と話せている状態ではないという現状があり、

②今回、仲を深めるための取組を考えることで、
③修学旅行に向けて、色々な人と安心して関われる
クラスになりたい。

具体的な言葉で提案理由を設定し、生徒
が議題を自分事に捉えられるように支援
しましょう。



３ 「特に現れてほしい姿と重点」を具現化するために
話合いマニュアルGJ委員話合い進行表

事前の打合せをしっかり設定しましょう。



３ 「特に現れてほしい姿と重点」を具現化するために

学級会報告書をＧＪ委員が作成し、廊下側
の窓に掲示していきます。

邑楽中学校では



３ 「特に現れてほしい姿と重点」を具現化するために

PPで作成したものに手書き
で記入

Excelで作成し、授業日ごと
に入力し保存

beforeafter

邑楽中学校では

データの蓄積や計画委員との情報共有に便利



計画委員の自治的活動

合意形成を図る活動の充実

３ 「特に現れてほしい姿と重点」を具現化するために

本日のまとめ
○計画委員と共に見通しを持って学級活動を計画・運用する
○意見の違いと話合いの視点への気付きを促す支援を行う



３ 「特に現れてほしい姿と重点」を具現化するために
はばプラⅡの基本的な流れ

育成を目指す資質・能力(1)の例
○学級や学校の生活をよりよくするための課題を見いだし、解決するために
話し合い、多様な意見を生かして合意形成を図り、協働して実践することが
できるようにする。

「出し合う」「比べ合う」場面では、

○意見に対する個々の理由（思い）を十分に出し合う。

○視点を基に、理由を比べ合い、意見をしぼっていく。
理由が折り合いを付ける際の判断材料になる

対話
交流
・



シンキングツールの活用

３ 「特に現れてほしい姿と重点」を具現化するために

効果高

効果低

実現性高

実現性低

班の中で出た意見を「効果」と「実現性」の
２軸のシンキングツールにプロットして整理
していく。

意見Ａ

意見Ｂ

意見Ｃ

それぞれが出した意見に対して２つの視点で
活発な意見交流が行われる。

この後の展開をどう考えますか？

対話
交流
・

邑楽中学校では



シンキングツールの活用

３ 「特に現れてほしい姿と重点」を具現化するために

効果高

効果低

実現性高

実現性低

意見Ａ

意見Ｂ

意見Ｃ

この後の展開をどう考えますか？

班の意見をどちらも高い「意見Ａ」
としてまとめ、発表する。

『比べ合う』活動時に、
全体討論が盛り上がら
ず、深まらない。

・班の中で話合いが終結して
しまっている。

・貴重な少数意見が埋もれて
しまっている。

対話
交流
・

邑楽中学校では



シンキングツールの活用

３ 「特に現れてほしい姿と重点」を具現化するために

効果高

効果低

実現性高
実現性低

意見Ａ

意見Ｂ

意見Ｃ

意見Ａ

意見Ｄ
意見Ｅ

１班 ２班

班では意見をまとめずに各班のシンキング
ツールを全体で共有する。

対話
交流
・

邑楽中学校では

１つの意見に対する
多様な見方を実感で
きる



３ 「特に現れてほしい姿と重点」を具現化するために

９月１７日の学活より
一人一人が個性を発揮できるようになる
ための具体的な取組を考えよう

『個性を発揮できる裏係を決める』

高高
各自が個性を発揮できる係は

見付かるし、やりがいもある。
低低
今ある係もあり、やることが

増えて大変、やる人とやらない
人で差ができてしまうのは個性
の発揮につながらない。

二つの班以外の生徒にもＧＪ委員が
意見を求め、活発な意見交流につ
なげることができた。

個々の意見を可視化し、整理す
る環境を整えましょう。

対話
交流
・



少数意見にも目を向ける

３ 「特に現れてほしい姿と重点」を具現化するために

効果高

効果低

実現性高

実現性低

意見Ａ

意見Ｂ

意見Ｃ

【先生からの発問】
１班の「意見B」は効果高・
実現性低となっていますが、
どうすれば実現性を高めら
れるでしょうか？

１班

多様な意見を認め合い
ながら合意形成を図る。 自己

決定

対話
交流
・

子どもに任せきりにせず、必要に
応じて適切に関わりましょう。



生徒の声

３ 「特に現れてほしい姿と重点」を具現化するために

同じ意見が班によって捉え方が違うことに驚
いた。私は、クラスで目立つ方ではないが、
自分が役に立つような裏係を見付けて役に立
ちたいと思った。

自分たちの班では実現性が低いと思った意見
だったが、他の班の人の意見で実現可能な気
がしてきた。やってやるぜ！！

〇問題や課題を自分事として捉え、集団や自己をよりよくするための
解決方法を考え、実践している

特に現れてほしい子供の姿

自己
決定

自己
決定



最後に・・・

令和６年度全国学力・学習状況調査
【児童生徒質問紙】

（４０） 学級活動における学級での
話合いを生かして、今、自分が努力
すべきことを決めて取り組んでいま
すか。

全国平均
との差群馬県学校

＋1.183.6％小

－2.278.4％中

自発的、自治的な活動は、特別活動固有の特質であり、なかでも学級活
動の「(1)学級や学校における生活づくりへの参画」は、特別活動におけ
る自発的、自治的な活動の基本となるものである。
児童生徒の自発的、自治的な活動を助長する指導のために、合意形成の
ための話合い活動の充実や実践活動の場・機会と時間を確保すること。
小学校及び中学校各教科等担当指導主事連絡協議会中学校特別活動部会行政説明「生徒の自発的，自治的な活動の効果的な展開」より一部抜粋

数値は、肯定的な
回答（「している」
「どちらかと言え
ばしている」）とし
た児童・生徒の割
合


